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例凡

一
、
本
歴
史
資
料
館
所
蔵
に
係
る
古
文
書
目
録
の
第
二
輯
と
し
て
、
本
号
に
は
「
二
川
相
近
書
跡
目
録
」
を
収
録
し
た
。

-
A
た
が
わ
す
け
%
か

L
J
q，
い

ん

与

ヲ

り

与

ヲ

町

し

ん

ま

す

ご

や

町

ち

ょ

ヲ

一
、
二
川
相
近
は
、
松
蔭
ま
た
は
草
里
と
号
し
、
通
称
を
幸
之
進
と
い
っ
た
。
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
十
一
月
、
桝
木
屋
町
に
生
れ

た
。
二
川
家
は
代
々
黒
田
藩
の
御
料
理
人
頭
格
で
あ
っ
た
。
相
近
は
、
幼
時
か
ら
鉱
持
制
副
知
に
師
事
し
て
漢
学
・
漢
詩
を
学
ん

ふ
た
が
わ

4
ヲ

だ
が
、
後
、
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
専
心
書
道
の
研
修
に
励
み
、
大
師
流
そ
の
他
の
書
法
を
消
化
し
て
、
二
川
様
を
創
始
し
、

『
執
筆
法
』
を
著
し
た
。
ま
た
、
国
学
・
歌
文
を
昨
尉
彬
新
に
学
び
、
『
松
蔭
草
鹿
録
』
そ
の
他
を
著
し
た
。
な
お
、
音
曲
に

長
じ
、
『
古
学
音
譜
』
の
ほ
か
、
自
作
の
今
様
歌
『
し
き
の
は
ね
が
き
』
を
遺
し
た
。
現
在
、
黒
田
節
の
名
に
よ
っ
て
流
行
し

て
い
る
筑
前
今
様
は
、
相
近
が
雅
楽
の
越
天
楽
を
変
曲
し
て
、
婦
女
子
に
歌
わ
せ
、
そ
の
教
養
に
資
し
た
も
の
で
あ
る
。

相
近
は
、
二
十
八
歳
で
家
職
の
御
料
理
人
か
ら
書
学
師
に
抜
擢
さ
れ
た
が
、
生
来
多
病
の
質
で
あ
っ
た
の
で
、
中
年
の
こ
ろ

つ
れ
づ
れ
し
ゃ

か
ら
門
戸
を
閉
じ
て
外
出
せ
ず
、
庭
内
に
徒
然
社
を
把
り
、
兼
好
法
師
に
肖
か
つ
て
、
隠
逸
・
悟
淡
も
っ
て
自
適
し
、
天
保
七

年
(
一
八
三
六
)
九
月
二
十
七
日
七
十
歳
で
没
し
た
。
墓
は
福
岡
市
中
央
区
大
手
門
二
丁
目
の
円
応
寺
に
あ
る
。

本
館
が
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
、
二
川
力
也
氏
か
ら
譲
渡
を
う
け
た
二
一
三
点
の
、
全
般
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
書
家

と
し
て
の
相
近
の
筆
跡
を
見
る
う
え
で
貴
重
で
あ
る
点
で
あ
る
が
、
一
部
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
音
曲
・
漢
学
・
漢
詩
・

国
学
・
歌
文
等
の
混
合
し
た
、
相
近
の
教
養
を
知
る
資
料
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
類
別
す
る
こ
と
は
厄
介
で
あ
り
、
事
実
困
難

な
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
目
録
で
は
、
本
館
入
手
当
時
貼
付
さ
れ
た
番
号
順
に
こ
れ
を
配
列
し
、
目
録
利
用
者
の
便
宜
を

考
慮
し
て
、
と
く
に
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
の
注
記
を
加
え
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
一
九
一

.
一
九
二
の
『
集
字
朗
詠
集
』
上
・
下
二
巻
は
、
病
没
数
日
前
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
・
筆
跡
と
も
に
、
相

近
の
精
髄
を
窺
わ
し
め
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
二
川
家
の
好
意
に
よ
っ
て
巻
頭
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
相
近
の
肖

像
と
彼
此
対
照
し
て
、
そ
の
面
目
を
想
起
し
て
ほ
し
い
。

一
、
史
料
の
表
題
は
、
原
題
の
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
採
用
し
、
推
定
で
仮
に
命
名
し
た
も
の
は
「

数
量
に
つ
い
て
は
、
折
本
以
外
は
葉
数
で
表
し
た
。

L

を
付
し
て
区
別
し
た
。
形
態

一
、
昭
和
田
十
八
年
度
史
料
購
入
時
に
岡
田
千
昭
が
整
理
に
あ
た
り
、
目
録
刊
行
の
た
め
原
稿
作
成
を
筑
紫
豊
が
行
い
、

が
編
集
し
た
。

田
坂
大
蔵





番
号

表

1 

「
八
柱
承
天
・
・
・
・
・
・
L

2 

「
宮
廷
人
名
録
」

3 

機
帖

4 

源
氏
今
様

5 

「
烏
石
耽
書
及
瓦
石
」

6 

「
占
春
園
裏
・
・
・
・
・
・
」

7 

「
雁
鳴
き
て
・
・
・
・
・
・
」

8 

「
華
間
盃
友
・
・
・
・
・
・
」

9 

「
情
香
新
黍
・
・
・
・
・
・
」

10 

「
雪
の
日
々
記
」

11 

「
筑
前
音
楽
史
」

12 

「
玉
篠
の
書
字
」

13 

「
但
保
先
生
・
・
・
・
・
・
」

14 

松
陰
集
帖
巻
第
二

15 

「
詩
歌
等
雑
綴
」

16 

「
去
路
千
程
」

17 

松
蔭
燃
唱
叙

題

摘

要

措
・
行
・
草
諸
体
の
書
字
が
あ
る
。

村
上
天
皇
を
は
じ
め
、
廷
臣
の
官
姓
名
を
列
記
し
た
も
の
。
楢
書
。

古
歌
帖
。

西
三
条
遁
這
院
内
大
臣
実
隆
公
作
「
源
氏
目
録
今
様
」
。

細
字
草
書
。

草
書
。

ほ
か
和
歌
一

O
首。

「
秋
萩
の
花
開
に
け
り
・
:
」
等
。
措
草
交
り
。

細
字
。

自
叙
伝
。

貝
原
益
軒
、
竹
固
定
直
、
高
畠
瀧
等
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。

相
近
の
二
女
玉
篠
の
書
字
か
。

「
筑
州
書
員
二
川
相
近
摸
」
と
あ
る
。
内
容
的
に
重
要
で
あ
る
。

和
歌
、
漢
詩
・
集
字
・
水
雲
梅
碑
・
相
近
詠
・
平
景
照
碍
(
万
法
の
こ
と
な
ど
)
。

漢
詩
集
。

相
近
作
漢
詩
そ
の
他
。

九
ーよー・ノ、四八

葉
七

数

七

葉葉

五

葉葉

五

葉葉

O 

葉葉

- 1ー

七

葉

O 

葉葉葉葉

一
部
二
回
折
四
八
面

一
部
一
五
折
三

O
面

六

世

業

葉

四

葉



18 

「
閑
園
二
月
伴
華
:
:
:
」

和
歌
を
含
む
雑
綴
。

19 

南
郭
(
唐
詩
)

草
書
。

20 

「
法
の
水
」

草
書
。

21 

「
浅
茅
原
」

「
浅
茅
原
つ
ば
ら
つ
ば
ら
に
」
の
大
伴
の
旅
人
の
歌
ほ
か
。

22 

「
詠
雨
中
鹿
」

和
歌
。

23 

枕
石
帖

草
書
。

24 

葉
月
の
落
葉

四
五
首
。

25 

天
保
四
年
六
七
才
)

「
奨
巳
七
月
一
日
に
:
:
:
」

和
歌
・
漢
詩
集
。

26 

「
楽
器
音
律
の
記
」

楽
器
の
音
律
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

27 

「
兵
法
の
書
」

「
兵
法
と
は
武
芸
を
す
ぶ
る
名
な
り
云
々
」
と
あ
る
。

28 

「
音
楽
の
説
」

「
文
政
七
年
(
一
八
二
四
)
長
月
六
日
、
あ
ら
し
の
を
か
な
る
つ
れ
づ
れ
の
神
社
の

か
た
は
ら
に
て
、
相
近
書
。
」
音
楽
の
楽
し
み
を
説
く
。

29 

音
楽
論

「
こ
れ
を
平
上
去
と
い
ふ
:
:
:
」

30 

筆
弁
慶
一
一

兵
学
。

31 

「
万
葉
歌
」

平
仮
名
書
。

32 

「
下
描
の
絵
」

反
故
紙
に
竹
・
桜
な
ど
の
絵
を
描
い
た
も
の
。

33 

「
県
居
翁
家
集
」

万
葉
歌
三
葉
。
晋
右
将
軍
王
義
之
云
々
・
嬰
風
齢
録
(
相
近
)
元
日
(
和
歌
)
・
水
城

樋
村
詩
等
。
な
か
に
「
:
:
:
た
る
な
り
、
き
て
此
二
翁
の
た
ぶ
り
は
、
此
二
歌
に
て

し
ら
る
L

と
し
て
梅
翁
の
和
歌
一
首
と
南
冥
の
漢
詩
一
首
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。

(

田

尻

)

(

亀

井

)

九九四七四

八

葉葉葉葉葉

ームー・
ノ、

葉

O 

葉葉葉

内

L

葉葉葉葉

七

葉葉

七

葉



34 

「
古
歌
書
写
」

和
歌
・
漢
詩
・
漢
文
。

35 

「
老
荘
が
海
業
を
」

和
文
。

36 

手
習
歌
紗

表
紙
に
「
六
」
と
あ
る
。
「
手
習
歌
紗
六
後
拾
遺
と
あ
っ
て
三

O
首
の
和
歌
を

書
写
し
、
な
お
「
後
拾
遺
終
」
と
し
て
金
葉
集
の
歌
一
首
を
細
書
し
て
い
る
。

37 

手
本

措
書
雑
綴
。

38 

「
カ
ゴ
字
」

筆
法
を
て
い
ね
い
に
カ
ゴ
字
で
示
し
て
い
る
。

39 

琵
琶
雑
記

40 

「
い
ろ
は
歌
そ
の
他
」

雑
綴
。

41 

右
軍
集
字

仮
名
渋
紙
表
紙
っ
き
。

42 

「
惟
聖
皇
之
・
・
・
・
・
・
」

中
字
・
草
書
。

43 

和
漢
朗
詠
集

一
部
書
写
。

44 

「
相
近
・
玉
篠
綴
」

な
か
に
相
近
と
あ
っ
て
閣
閣
の
黒
印
あ
る
も
の
が
あ
る
。

45 

詠
草

一
九
首
。
奥
に
「
源
相
近
、

候
、
那
珂
の
い
は
き
ぬ
し

こ
の
興
ど
も
す
ぐ
れ
て
お
も
し
ろ
く
う
ち
き
冶
奉

御
も
と
へ
」
と
あ
る
。

46 

「
詩
歌
雑
記
」

万
葉
一
二
巻
の
歌
(
五
丁
)
、
漢
詩
(
四
丁
)
、
今
様
(
万
葉
仮
名
)
(
五
丁
)
、

唐
詩
選
巻
之
七
(
一
丁
)
。

47 

仮
名
。
渋
紙
表
紙
っ
き
。

右
軍
集
字

48 

歌
詞
研
究

J-

ノ、八五四八四

葉

八

葉葉

O 

葉葉葉

五

葉葉

円。

O 

葉葉

五

~ 葉

五

葉葉

O 

葉



49 

「
和
漢
詩
文
雑
集
」

中
に
、
「
夏
木
立
茂
が
中
に
栖
我
を
蚊
遣
の
末
に
人
は
去
ら
む
L

の
和
歌
、
「
己

近
蘭
亭
惰
襖
時
:
:
:
奉
謝
相
近
上
」
の
漢
詩
、
「
汝
が
栖
里
の
華
は
し
も
い

か
な
る
い
ろ
に
匂
ふ
ら
む
や
よ
ひ
の
空
に
立
帰
る
か
り
の
行
へ
そ
ゆ
か
し
き
」

の
今
様
、
「
年
の
く
れ
に
上
村
兵
介
ぬ
し
が
紅
梅
の
え
な
ら
ぬ
え
だ
を
た
を
り

て
も
で
き
た
る
を
、
相
近
、
惜
め
ど
も
こ
と
し
も
今
日
に
く
れ
な
ゐ
の
こ
そ
め

の
梅
に
こ
ぞ
を
し
の
は
む
L

の
題
詞
。
和
歌
な
ど
が
あ
る
。

50 

「
玉
篠
筆
跡
」

相
近
の
和
歌
九
首
、
相
近
の
扇
面
写
。
同
梅
花
の
写
。
竹
の
絵
。
扇
面
(
貧
の

説
)
相
近
。
扇
面
和
歌
五
首
相
近
。
相
近
和
歌
一

O
首
。
相
近
和
歌
四
首
。
相

近
・
大
伴
旅
人
「
酒
を
は
む
る
歌
」
扇
面
写
。
そ
の
他

51 

「
歌
文
集
」

書
字
い
ろ
い
ろ
。

52 

「
冬
郊
霜
後
路
・
・
・
・
・
・
」

53 

「
絞
中
真
得
趣
・
・
・
・
・
・
」

文
政
十
一
年
三
月
書
。
「
奉
樫
井
大
神
広
前
歌
:
:
:
故
大
宮
司
浦
氏
外
遜
二
川

相
近
上
」
。
「
林
表
堕
金
鵠
:
:
:
文
政
十
一
年
三
月
書
相
近
」
。
「
奉
和
磐
谷
先

生
:
:
:
相
近
上
」
。
「
和
春
翁
佳
什
:
:
:
相
近
」
。
今
様
「
水
と
こ
が
ね
は
ひ
と

つ
も
の
ひ
き
主
と
こ
ろ
を
お
の
が
す
む
す
み
か
に
し
め
て
ゐ
た
り
け
り
」
。
そ
の

他
音
楽
関
係
の
も
の
な
ど
一
綴
。

54 

「
千
字
文
等
雑
綴
」

雑
綴
。
千
字
文
一
葉
。
喜
撰
法
師
一
葉
。
い
ろ
は
歌
一
葉
。
な
に
は
づ
に
:

一
葉
。
朱
蓮
浮
緑
水
・
:
一
葉
。
鶏
鳴
古
郷
之
:
:
:
一
葉
。
吹
く
か
ら
に
:
:

一
葉
。
蓑
荷
と
い
う
も
草
の
名
一
葉
。
撹
勝
一
葉
。
和
歌
・
詩
稿
一
葉
。

55 

「
古
歌
組
写
」

56 

「
仙
人
楼
上
風
皇
飛
・
・
・
・
・
・
」

58-1 57 

「
新
春
・
七
夕
試
筆
」

二
八
一
五
)
(
一
八
一
八
)

乙
亥
七
夕
書
・
戊
寅
試
筆
そ
の
他
。

「
細
字
筆
跡
」

措
・
行
・
草
細
字
。

二
八
二
四
)

「
文
政
七
年
長
月
六
日
あ
ら
し
の
お
か
な
る
つ
れ
づ
れ
の
神
社
の
か
た
は
ら

に
て
相
近
書
」
。
音
楽
の
楽
し
み
を
説
く
文
。
詠
草
二
二
首
。
和
矢
野
八
首
。

博
多
八
景
の
詩
。
そ
の
他
。
乱
丁
が
あ
る
。

58-2 

歌

文」

四七九八八

葉

九

葉

九

葉葉

八

葉
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59 

「
詠
草
・
歌
論
L

草
稿
そ
の
他
。

60 

「
や
つ
は
し
く
み
」

「
越
天
楽
唱
歌
」

一
1
一
二
(
但
し
一
二
の
歌
な
し
)
。

一
1
二
三
今
様
。

61 

「
習
字
手
本
」

62 

「
庭
の
卯
花
」

「
庭
の
卯
花
盛
ニ
相
成
候
問
、
一
会
相
催
可
申
候
。

座
候
。
」
そ
の
他
万
葉
歌
な
ど
書
写
。

兼
題
ハ
山
家
外
華
に
て
御

63 

--， 
メ与、
寸

す
ゾ
な
す
ゾ
し
ろ
・
ま
ど
の
梅
の
・
雨
よ
り
ほ
か
に
・
あ
を
や
ぎ
の
・
花
よ
り

あ
く
る
・
見
わ
た
せ
ば
・
野
辺
の
秋
風
・
う
れ
し
ゃ
こ
こ
に
・
は
る
に
ょ
せ
し
・

は
る
の
の
に
。

様

64 

雑

和
歌
・
書
字
・
手
鑑
の
論
・
漢
詩
な
ど
雑
集
。

記」

65 

「
今
様
の
記
」

寸
今
様
は
今
の
世
に
て
な
ら
ふ
は
じ
め
に
物
す
る
い
ろ
は
ぞ
は
じ
め
な
る
べ
き

:
・
文
政
九
年
二
八
二
六
)
霜
ふ
り
月
相
近
識
」
。
詠
草
中
に
「
焚
巳
(
一
八
三
三
)

元
旦
筆
を
こ
こ
ろ
む
る
と
て
:
:
:
」
の
歌
が
あ
る
。

66 

「
作
万
論
」

万
剣
鍛
冶
の
技
術
に
わ
た
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
。

67 

「
嬰
風
歌
抄
」

表
紙
に
新
統
古
今
の
歌
を
書
く
。
「
も
の
、
ふ
も
和
歌
の
道
し
ら
ぬ
は
・
:
」
一
葉

遊
芸
抄
・
「
学
士
は
必
文
章
を
学
ぶ
へ
し
」
二
葉

そ
の
他
。

68 

「
筑
前
音
楽
史
」

貝
原
益
軒
・
竹
固
定
直
・
高
畠
瀧
:
:
:
等
の
名
が
見
え
る
。

69 

山
里
集
序

70 

は
る
風
双
紙

巻
之
第
一
。

71 

都
九
志
布
梨

歌
友
の
諸
歌
、
巻
末
に
「
へ
こ
冶
ろ
な
く
ふ
り
く
る
雨
か
一
と
せ
に
ふ
た
た
び

吹
か
ぬ
華
の
き
か
り
に
へ
き
そ
の
雨
に
き
お
ひ
て
花
ぞ
咲
き
ま
さ
る
庭
の
さ

く
ら
は
け
ふ
さ
か
り
な
り
」
の
一
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

72 

唐
七
絶

草
書
。

八四七七九

葉

O 

葉

O 

葉葉
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73 

「
陰
雲
帯
残
日
・
・
・
・
・
・
L

74 

雑

綴

75 

「
い
つ
し
か
と
:
:
:
」

76 

「
景
行
維
賢
魁
・
・
・
・
・
・
L

77 

「
詩
歌
筆
跡
」

78 

「
久
方
之
・
・
・
・
・
・
」

79 

「
首
以
書
」

80 

「
嬰
風
書
堂
」

81 

「
和
池
冷
魚
鳥
楽
」

82 

「
順
徳
院
の
琵
琶
の
こ
と
:
:
:
」

83 

「
竹
の
絵
」

84 

「
弘
法
大
師
草
字
心
経
L

85 

「
般
若
心
経
」

86 

古
写
経

87 

「
尊
朝
法
親
王
L

88 

拓

本

89 

「
長
恨
歌
の
心
を
」

90 

拓
本
刷

中
字
草
書
。

和
歌
、
そ
の
他
雑
記
。

隷
書
。

草
書
中
字
。
相
近
の
歌
が
数
首
あ
る
。

歌
一
五
首
。
万
葉
歌
か
。

行
書
。
二
八
二
八
)

「
文
政
十
一
年
戊
子
之
季
夏
書
嬰
風
書
堂
相
近
L

な
ど
と
あ
る
。

主
と
し
て
指
書
。
中
に
「
の
お
く
や
ま
:
:
:
世
尊
寺
様
」
と
い
う
一
紙
が
挿
入

し
て
あ
る
。

琵
琶
の
音
調
等
に
つ
い
て
。

木
版
刷
。
妙
法
蓮
華
経
、
観
音
菩
薩
普
間
品
第

弘
法
大
師
草
字
心
経
一
巻

十
五
。
古
写
本

古
写
経
文
、
中
に
花
押
の
カ
ゴ
書
。

三
行
も
の
。

金
光
明
{
取
勝
王
経
捨
身
品
第
廿
六
。

相
近
。
「
お
も
ひ
き
や
雨
を
お
ひ
た
る
花
の
枝
に
な
が
き
う
ら
み
の
の
こ
る
べ

し
と
は
」

古
歌
五
首
一
連
。

八折

本

五

六

折

九

葉葉

五

葉

O 

葉

四

葉

八

葉

八

葉

八

葉葉
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91 

拓
本
刷

ー92

「
諸
書
写
綴
」

93 

「
要
文
凡
六
百
五
十
七
部
・
・
・
・
・
・
」

94 

「
也
陰
陽
処
子
・
・
・
・
・
・
」

95 

「
仏
典
関
係
書
」

96 

「
真
是
趣
」

97 

「
猛
虎
一
声
山
月
:
:
:
」

98 

「
い
に
し
へ
の
う
た
は
:
:
:
」

99 

「
信
太
郎
様
あ
て
書
簡
」

100 

様

メト、
7 

101 

音
楽
記
聞

。，“nHU
 
l
 

「
:
:
:
た
る
秋
の
月
ハ
:
:
:
」

103 

メ入
7 

様

104 

「
弓
道
絵
入
説
明
L

105 

「
人
声
ハ
五
音
ニ
テ
」

106 

手口

歌

n

，，
 AHυ
 

ー

手口

歌

古
歌
一

O
首
一
連
。

(
一
八
三
二
)

「
天
保
三
年
壬
辰
十
二
月
廿
七
日
謄
円
曜
大
徳
尊
師
之
徴
謹
書
二
川
相

近
」
。
「
黒
田
二
十
五
騎
人
名
二
川
相
近
書
」
。
「
万
葉
歌
書
写
文
化
十
一

年
夏
日
応
桜
井
大
宮
司
之
需
書
相
近
L

。
他

草
・
行
書
。

草
・
行
書
。

大
字
。
横
物
。

下
は
断
絶
。

一
行
大
字
。

歌
論
。
草
稿
。

断
片
。

損
軒
目
ハ
原
篤
信
輯
。
相
近
注
。
断
片

断
片
。

断
片
。

音
楽
論
。

「
つ
て
な
ら
で
き
か
ま
ほ
し
く
も
お
も
ふ
か
な
我
故
郷
の
う
ぐ
ひ
す
の
声

近
こ
と
み
ち
大
人
に
。
」
と
あ
る
。

「
ふ
た
が
は
ぬ
し
の
み
園
生
の
藤
の
花
:
:
:
」
和
歌
三
首
。

見
せ
ま
ゐ
ら
す
相
近
」
と
あ
る
。

「
御
笑
ら
ひ
草
に

折

本

折

本

相

葉

九

葉面

四

面葉葉葉葉
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lO8 

「
和
歌
集
」

lO9 

「
独
愛
清
閑
夏
・
・
・
・
・
・
」

110 

「
文
書
記
録
写
」

唱
E
E
-
-

唱
E
E
--

「
竹
似
員
・
・
・
・
・
・
」

112 

「
境
界
図
」

113 

「
屋
敷
図
」

114 

筆

跡

115 

「
野
春
林
与
天
花
合
彩
・
・
・
・
・
・
」

116 

筆

跡、

117 

「
習
字
帖
」

118-121 

「
二
川
滝
三
郎
詩
書
」

122 

法

E
I
u
 

市
中

123 

「
君
が
代
」

124-126 

聖
福
寺
関
係
碑
文

127 

(
藤
原
)

「
慢
寓
先
生
真
跡
」

金
葉
・
六
帖
等
の
歌
。

藩
公
そ
の
他
の
文
書
記
録
の
写
し
を
含
む
。

拝
領
地
と
郡
地
の
境
界
図
。

「
明
治
二
二
年
孟
夏
念
三
日

玉
鉱
堂
伯
望
図
考
之
。
L

と
あ
る
。

頗
る
豪
快
な
書
風
で
あ
る
。

行
書
。

や
や
大
字
。
横
綴
。

(
マ
マ
)

王
猛
之
・
李
邑
・
王
慈
等
々
の
書
写
。
中
に
「
乙
丑
仲
春
臨
相
近
」
と
あ
る
。

大
字
風
。
堂
々
の
書
風
を
示
す
。
横
綴
。
乱
丁
あ
り
雑
綴
と
い
う
べ
き
か
。

横
綴
。
大
・
中
・
小
字
。
行
書
が
多
い
。
ま
た
カ
ゴ
字
が
多
い
。

の
字
を
二
枚
に
書
い
た
も
の
を
挿
入
し
て
い
る
。

中

「
敷
山
」

「
昭
和
戊
辰
孟
秋

紙
札
三
通
。

白
楊
居
士
」
。
大
隈
言
道
翁
旧
居
建
碑
式
紀
念
展
示
会
の

草
書
。
平
仮
名
交
り
。
漢
字
に
は
朱
で
音
訓
を
附
し
て
い
る
。

下
書
か
。
破
損
が
甚
し
い
。

木
版
刷
。

(
一
八
一

O
)

「
文
化
庚
午
暮
春
、
吉
留
渉
書
」
と
あ
る
。

相
近
訳
。

七九七九九

O 

葉葉

四

葉

四

葉面面
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128 

後
の
望
東
尼
)

「
も
と
返
書
L

へ
た
が
さ
と
も
ふ
る
ゆ
き
な
が
ら
か
ず
か
ず
に
人
ま
っ
か
げ
ぞ
こ
ひ
し
か
り
け

る
い
で
や
と
て
れ
い
の
し
づ
こ
冶
ろ
の
ふ
も
の
し
侍
り
し
か
ど
お
き
な
き
も

の
ゐ
て
な
か
な
か
に
き
や
う
な
く
の
こ
し
お
き
な
ん
も
う
し
ろ
め
た
く
て
へ
か

し
ま
し
と
お
も
ふ
物
か
ら
う
な
ゐ
こ
の
ゑ
ま
ひ
も
ゆ
き
も
け
た
れ
ぬ
る
か
な
。

い
と
は
か
な
し
ゃ
。
み
か
へ
し
も
と
(
野
村
)
林
毛
。

葉

129 

「
も
と
の
和
歌
」

へ
さ
く
ら
ば
な
さ
く
に
つ
け
て
も
あ
は
れ
と
て
見
る
ら
む
人
の
ま
ち
と
は
き
か

な
。
も
と
。

葉

130 

「
も
と
の
返
歌
」

(
野
村
)

み
か
へ
し
望
東
下
つ
ゑ
そ
え
し
柳
の
い
と
に
う
め
の
実
も
む
す
び
こ
む
ら

む
す
ゑ
ぞ
た
の
し
き
。

葉

131 

「
も
と
の
小
簡
」

「
友
古
の
う
し
の
み
も
と
に
向
陵
竹
の
子
の
つ
く
だ
に
:
:
:

(
友
古
は
相
近
の
養
子
(
父
鶴
原
定
道
・
母
矢
野
氏
)

葉

母
よ
り
L

132 

「
言
道
書
簡
」

へ
ひ
め
こ
ま
つ
ふ
た
い
の
ほ
ど
を
い
か
に
し
て
き
み
見
い
で
っ
つ
い
は
ふ
な
る

ら
む
老
た
る
も
の
ち
ぎ
り
ま
ゐ
ら
せ
し
よ
し
こ
と
し
の
御
事
し
げ
き
に
い
か

で
さ
る
こ
と
き
こ
え
あ
げ
つ
ら
む
。
こ
こ
ろ
な
し
と
は
お
も
ひ
給
ふ
る
も
の
か
ら

い
け
る
か
ひ
あ
る
世
な
り
け
り
な
。
か
、
る
も
の
見
侍
る
に
つ
け
て
も
ま
こ
と
に

う
き
世
も
す
て
が
た
、
つ
い
た
冶
き
侍
り
ぬ
。
か
の
か
た
に
お
く
り
侍
ら
ば
い
か
に

あ
り
が
た
う
お
も
ひ
き
こ
え
侍
ら
ん
。
何
も
か
り
い
で
か
こ
そ
。
あ
な
か
し
こ
。

向

岡

事

言

道

葉

-9-

御
も
と
人

133 

三
巻
之
内
入
選
。
元
、
素
行
、
貞
貫
(
望
東
の
夫
)
石
秀
等
の
歌
が
細
書
さ
れ

て
い
る
。

葉

な
に
は
集

134 

歌

筆
者
不
明
。

ら
ん
。

へ
あ
ら
玉
の
年
の
か
よ
ひ
ぢ
た
ど
り
て
や
霞
に
春
の
た
ち
か
へ
る

葉

手口

135 

こ
な
る
人
の
み
ま
か
り
け
る
ま
へ
っ
か
た
時
鳥
の
は
つ
ね
を
き
き
て
い
と
う
れ

し
み
け
る
さ
ま
の
わ
す
れ
ら
れ
か
た
き
に
こ
と
し
ひ
と
め
ぐ
り
こ
ろ
よ
ふ
か
{

な
く
こ
ゑ
を
き
き
侍
り
て
も
と
へ
き
そ
は
れ
し
人
は
か
へ
ら
ぬ
た
び
ぢ
よ
り

よ
み
が
へ
り
な
く
や
ま
ほ
と
冶
ぎ
す
松
軒
と
い
ふ
お
く
り
な
を
も
の
せ
ら
れ

た
る
お
く
つ
き
に
ま
ゐ
り
て
六
か
な
し
さ
に
あ
り
が
た
な
み
だ
う
ち
そ
へ
て
の

き
ば
の
松
と
あ
ふ
ぎ
見
る
哉
。

葉

手口

歌



136 

六
六
首
中
、
第
一
九
首
、
第
五
一
首

l
五
九
首
の
計
一

O
首
が
脱
落
し
て
い
る
。

(
理
由
は
不
明
)
。

し
き
の
は
ね
か
き

137 

意
見
書

「
天
明
二
年
乃
冬
於
東
武
存
寄
之
儀
申
上
候
次
第
之
事
」
二
川
相
直
(
相
近
の

父)。

138 

董
像
讃

表
紙
に
楓
の
葉
一

O
枚
を
散
ら
し
に
あ
し
ら
い
、
題
答
品
に
は
小
型
短
冊
を
用
い

て
い
る
。
「
漢
太
中
大
夫
東
方
先
生
画
:
:
:
」
措
書
。

139 

松
蔭
歌
集

松
蔭
歌
集
一
と
題
管
に
あ
る
が
、
二
も
含
ま
っ
て
い
る
。
表
紙
は
渋
紙
。

140 

雪
乃
日
々
記

自
叙
伝
。

141 

御
家
臣
伝

142 

五
月
記

草
藁
。
笛
、
琵
琶
な
ど
の
こ
と
を
記
す
。

撰。

二
八
三
二
)

「
天
保
三
年
七
月
廿
八
日
二
川
相
近

143 

松
蔭
草
庫
録
藁
第
二

144 

弘
文
館
本
十
七
帖

解
無
畏
幕
。
草
書
。

145 

真
草
千
字
文
事

(
二
川
の
印
)
。

か
ご
字
。
措
書
。

146 

墨
道
和
言

沢
雄
道
人
撰
。

147 

「
宗
尊
親
王
・
・
・
・
・
・
」

歌
集
。

148 

唐
七
言
古

草
、
措
書
。

149 

夕
立
帖

「
夕
立
帖
共
七
」
順
徳
院
御
製
ヘ
夕
立
の
な
ご
り
ば
か
り
の
庭
濠
日
頃
も
不
聞

蝦
鳴
難
梨
。
ほ
か
。

150 

寸
植
立
帖
共
七
」

ら
む
。
ほ
か
。

ヘ
植
立
市
君
が
し
め
ゆ
ふ
華
難
礼
婆
玉
等
見
え
て
や
露
も
置

植
立
帖

九八四

四

葉

O 

葉
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ノ、

葉葉葉
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葉葉
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151 

入
木
博
統

入
木
道
の
系
譜
な
ど
。

152 

松
蔭
山
椎
…
唱
譜

二
川
相
近
記
、

「
音
律
雑
録
」
稿
本
含
む
。

153 

用
紙
に
志
波
御
紙
役
場
印
が
あ
る
。
「
五
八
四
字
」
と
計
算
し
て
い
る
。
表
紙

内
側
に
安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
丙
辰
神
無
月
に
相
淳
の
今
様
な
ど
に
つ
い
て
文
を

見
る
。
な
お
、
綴
込
み
で
は
な
く
「
歌
替
天
満
宮
碑
文
」
が
挿
入
し
て
あ
る
。

承
永
帖

154 

二
川
相
近
略
伝

梶
原
景
翼
記
。
草
案
と
浄
書
と
二
種
合
せ
綴
じ
て
い
る
。

155 

正
続
歌
格
類
選
巻
之
上

二
八
六
八
)

慶
応
四
年
戊
辰
六
月
写
、

玄
漠
源
相
受
。

156 

書
学
大
概

烏
石
山
人
著
。

尾
張
木
貞
貫
題
。

157 

蒙
史
巻
之
一

九
行
罫
紙
半
紙
型
。
完
結
。

措
書
万
葉
仮
名
書
き
。
郷
土
関
係
、
知
友
交
際
関
係
の
も
の
に
見
る
べ
き
も
の

が
多
い
。
な
お
第
二
帖
は
和
歌
一
四
首
の
み
で
断
絶
し
て
い
る
。
一

O
行
罫
紙

折
本
。
右
下
方
に
「
筑
藩
医
官
」
「
鶴
原
蔵
籍
」
の
印
が
あ
る
。

158 

聴
雨
録
藁
第
一
巻

159 

松
蔭
先
生
真
蹟
今
川
状

160 

つ
ぐ
ひ
す
の
記

表
紙
に
も
歌
あ
り
。
ま
た
和
歌
六
首
を
書
し
、
末
尾
に
「
相
近
識
」
と
あ
る
。

161 

行
書
千
字
文
松
蔭
公

装
本
や
冶
入
念
。

162 

過
雁
帖

163 

亀
子
自
叙
律
詩

友
古
」
と
あ
る
。

巻
末
に
「
以
昌
雄
蔵
本
事
制

164 

ふ
で
べ
ん
け
い

武
術
関
係
論
稿
。

165 

音
楽
論

断
片
。
「
高
野
大
師
真
蹟
」
一
葉
。
「
北
諸
寒
風
」
一
葉
。
「
古
詩
十
九
首
」
一
葉
。

「
春
風
双
紙
ご
二
葉
。
「
小
嵐
集
巻
之
ご
二
莱
。
「
雨
新
詠
」
一
葉
。

草
稿
。

166 

松
蔭
焦
唱
譜

167 

今
様

五四四五八四五折折二
本本
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168 

嬰
風
園
春
秋

司
、
、
う
ゑ
お
き
し
さ
く
ら
か
へ
で
に
つ
ち
か
ひ
て
ま
づ
や
の
ど
け
き
御
代
の
春
秋

の
歌
の
ほ
か
「
草
書
選
詩
題
辞
文
政
十
二
年
二
八
二
九
)
四
月
十
八
日
後
学
二

川
相
近
識
」
な
ど
を
雑
記
し
て
い
る
。

169 

今
様
会
式

嬰
風
園
蔵
と
あ
る
。

170 

今
様
い
ろ
は
歌
譜

今
様
の
譜
を
、

「
い
ろ
は
歌
」
に
施
し
た
も
の
。

17l 

山
路
の
雪

ι肱
ル
コ
し
L
内
U
0

・
相
帯
主
-
ロ
E

巾
叩

I72 

夢
幻
物
語
上

173 

新
泉
村
居
二
十
詠

代
主
人
石
松
君
作

相
近
。
和
歌
・
漢
詩
を
対
に
作
り
、

174 

「
積
水
」

175 

「
高
園
L

万
葉
歌
の
写
一
六
首
。

ほ
か
五
六
首
(
相
近
は
五
八
首
と
す
)

い
る
の
で
、
結
局
五
三
首
と
な
る
。

詩
句
・
今
様
・
千
字
文
・
和
歌
な
ど
雑
多
で
あ
る
。

176 

「
今
様
浅
緑
」

の
今
様
を
収
む
。

177 

「
雑
記
綴
」

178 

「
R
H
ト
円
廿
七

車
台
市
中

L

179 

ほ
か
に
紙
片
二
葉
を
挿
む
。

米
帝
書
史

180 

雑
綴
。

二
王
帖

一
五
首
を
収
む
。

内
三
首
を
重
複
し
て

181 

「
歌
学
事
始
」

和
歌
を
始
め
た
こ
と
に
う
い
て
の
記
事
の
断
片
が
あ
る
。
友
古
の
書
が
あ
る
。

182 

新
古
今
様

183 

吉
留
杏
村
書

相
近
の
小
角
印
が
あ
る
。

184 

太
宗
大
令

草
書
。

五一』ーーノ、--'-ー・ノ、八八九
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185 

「
玉
篠
椎
…
女
製
」

「
玉
篠
椎
…
女
製
」
と
題
答
品
に
あ
る
が
、
瀧
三
郎
氏
の
朱
書
に
よ
れ
ば
、

玉
篠
の
書
か
、
と
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は

186 

「
今
様
」

二
三
首
。

187 

小
山
田
帖
廿
七

和
歌
。

188 

「
南
郭
」

細
字
草
書
。

189 

第
二
巻
。

筆
弁
慶

190 

「
南
郭
」

191 

集
字
朗
詠
集
上

特
製
表
紙
、
桜
の
花
を
表
裏
に
あ
し
ら
い
、
題
繁
に
小
型
短
冊
を
用
い
て
い
る
。

序
に
「
天
保
七
年
二
八
三
六
)
丙
申
長
月
二
川
相
近
識
時
年
七
十
L

と
あ
り
、
「
春
、
夏
、

秋
、
冬
」
の
四
部
に
分
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
相
近
の
没
年
月
に
あ
た
っ
て

お
り
、
二
川
様
漢
字
平
仮
名
の
集
大
成
で
あ
り
ま
た
絶
筆
と
い
う
に
値
す
る

も
の
で
あ
る
。

192 

集
字
朗
詠
集
下

特
製
表
紙
。

る
。
「
雑
」

題
驚
は
小
型
短
冊
を
用
い
て
い

楓
の
措
葉
を
表
裏
に
あ
し
ら
い
、

の
部
、
四
七
題
。

193 

「
唐
詩
」

194 

「
南
郭
」

195 

唐
詩
七
絶
三

196 

山
き
と
歌
集
一

自
作
・
歌
友
の
作
を
収
め
て
い
る
。

197 

て
な
ら
い
歌
紗

古
今
の
一
・
二
の
巻
を
収
め
て
い
る
。

198 

手
習
歌
抄
四

万
葉
の
十
一
・
六
を
収
む
。
平
仮
名
書
き
。

199 

宗
尊
帖
廿
七

宗
尊
親
王
の
歌
そ
の
他
。

九四九八九
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200 

椎
…
唱
新
譜

小
形
。
表
紙
に
松
の
木
を
描
き
、
中
央
に
隷
書
で
題
答
u

文
化
十
年
正
月
松
蔭

椎
…
者
源
相
近
識
」
の
叙
例
の
ほ
か
、
老
梅
莱
士
題
の
詠
小
琴
の
文
が
あ
る
。
ま

た
、
契
沖
・
梅
翁
・
成
章
・
千
蔭
・
県
主
・
友
泉
公
(
継
高
)
・
藷
践
・
長
崎
子
・

春
海
・
宣
長
等
の
歌
を
、
万
葉
仮
名
に
て
書
き
、
譜
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
。

201 

草
書
千
文

202 

初
学
詩
法
井
序

203 

集
字
千
文

204 

古
措

折
本
一

i
五
こ
ま
で
。
但
し
一
四
落
丁
。
表
紙
は
厚
手
の
紙
。

205 

折
本
。
表
紙
は
厚
手
の
紙
。

古
措

206 

折
本
。
表
紙
は
厚
手
の
紙
。

近
」
と
あ
る
。

「
文
政
六
年
発
未
九
月
十
七
日
書
畢
共
三
本

古
措

207 

孫
氏
真
草
書
譜

板
表
紙
。
巻
頭
に
「
二
川
友
古
」
の
印
章
あ
り
。

208 

「
歌
唱
雑
記
」

譜
、
歌
、
文
の
雑
綴
。

209 

大
唐
三
蔵
聖
教
序

断
片
。

210 

「
都
尉
篇
中
・
・
・
・
・
・
」

2ll 

詠
湊
千
鳥

こ
の
題
詠
の
ほ
か
和
歌
・
銘
文
等
断
片
。

212 

「
五
味
依
然
・
・
・
・
・
・
」

雑
記
。

相

乙
川
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